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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　設定されるチャンネルに従って録画し続ける第１録画機能と前記第１録画機能と異なる
第２録画機能とを有する他機で前記第１録画機能によって録画された第１録画コンテンツ
を録画コンテンツリストとして表示するための第１番組情報を受信する受信部と、
　前記第１録画機能と前記第２録画機能とを有し、前記受信部を介して受信した前記第１
番組情報を収集する制御部と、
　前記第１番組情報と自機で前記第１録画機能により録画した第２録画コンテンツを前記
録画コンテンツリストとして表示するための第２番組情報とを統合し、チャンネル軸と時
間軸とを有する番組表として前記第１番組情報と前記第２番組情報とを録画時間帯毎に合
成して表示する統合番組表情報を出力する統合部と、を備え、
　前記統合部は、前記第１録画コンテンツであるか、前記第２録画コンテンツであるかを
前記番組表上でチャンネル毎に識別可能に表示する前記統合番組表情報を出力する、再生
装置。
【請求項２】
　前記制御部が収集した前記統合番組表情報の内で重複番組情報を検出した場合、前記重
複番組情報に重複した番組情報であることを示す識別情報を付与して出力する識別表示部
をさらに備える請求項１の再生装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記重複番組情報を検出した場合、前記重複番組情報を出力するか否か
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を選択させる表示信号を出力する、請求項２の再生装置。
【請求項４】
　前記重複番組情報を検出した場合、前記重複番組情報に対応する複数の第３録画コンテ
ンツの再生する優先順位を判断し、前記優先順位に従って前記複数の第３録画コンテンツ
を再生する再生部をさらに備える請求項３の再生装置。
【請求項５】
　前記再生部は、録画時間が長い前記第３録画コンテンツから優先して再生する記録時間
優先と、画質の良い前記第３録画コンテンツから優先して再生する画質優先とのいずれか
１つの前記優先順位に従って前記複数の第３録画コンテンツを再生する請求項４の再生装
置。
【請求項６】
　前記再生部が前記記録時間優先によって前記複数の第３録画コンテンツを再生する場合
、前記識別表示部は、再生する前記第３録画コンテンツに対応する第３番組情報に当該記
録時間優先を示す識別情報を記載して出力する、請求項５の再生装置。
【請求項７】
　前記再生部が前記画質優先によって前記複数の第３録画コンテンツを再生する場合、前
記識別表示部は、再生する前記第３録画コンテンツに対応する第３番組情報に当該画質優
先を示す識別情報を記載して出力する、請求項５の再生装置。
【請求項８】
　前記制御部は、前記重複番組情報を検出した場合、前記重複番組情報に対応する複数の
第３録画コンテンツから再生する前記第３録画コンテンツを選択させる表示信号を出力す
る、請求項２の再生装置。
【請求項９】
　前記統合番組表情報を表示する表示部をさらに備える請求項５の再生装置。
【請求項１０】
　設定されるチャンネルに従って録画し続ける第１録画機能と前記第１録画機能と異なる
第２録画機能とを有する他機で前記第１録画機能によって録画された録画コンテンツを録
画コンテンツリストとして表示するための番組情報を受信する受信部と、
　前記第１録画機能と前記第２録画機能とを有し、前記受信部を介して受信した前記番組
情報を収集する制御部と、
　前記番組情報を統合し、チャンネル軸と時間軸とを有する番組表として前記番組情報に
含まれる前記録画コンテンツを録画時間帯毎に合成して表示する統合番組表情報を出力す
る統合部と、を備え、
　前記統合部は、前記録画コンテンツを録画した機器を前記番組表上でチャンネル毎に識
別可能に表示する前記統合番組表情報を出力する、再生装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、再生装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ホームネットワーク（ＤＬＮＡ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｌｉｖｉｎｇ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ａ
ｌｌｉａｎｃｅ：登録商標））上に複数のテレビジョン受信装置（ＴＶ受信装置）、レコ
ーダー等の再生装置が接続されている場合、各々の再生装置は、ＤＬＮＡ上に接続される
各機器の番組表に切り替えて表示する。ＤＬＮＡ上の再生装置においてタイムシフト機能
を備える再生装置（タイムシフトマシン）の番組表の表示を所望する場合、タイムシフト
マシン以外の再生装置は、自機番組表の画面をタイムシフトマシンの番組表の画面に切り
替えて表示する。
【０００３】
　このため、どのチャンネルがどの機器で録画されているか確認するには所望のコンテン
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ツを録画した機器の番組表の画面に切り替えて番組表を確認する必要があり、ＤＬＮＡ上
の複数の機器の録画済番組の番組表を一つの録画済番組の番組表として確認することがで
きない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－３１３８７８号公報
【特許文献２】特開２０１３－１０２４８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明が解決しようとする課題は、ネットワーク上の機器の番組表を統合する再生装置
を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本実施形態に係る再生装置は、設定されるチャンネルに従って録画し続ける第１録画機
能と前記第１録画機能と異なる第２録画機能とを有する他機で前記第１録画機能によって
録画された第１録画コンテンツを録画コンテンツリストとして表示するための第１番組情
報を受信する受信部と、前記第１録画機能と前記第２録画機能とを有し、前記受信部を介
して受信した前記第１番組情報を収集する制御部と、前記第１番組情報と自機で前記第１
録画機能により録画した第２録画コンテンツを前記録画コンテンツリストとして表示する
ための第２番組情報とを統合し、チャンネル軸と時間軸とを有する番組表として前記第１
番組情報と前記第２番組情報とを録画時間帯毎に合成して表示する統合番組表情報を出力
する統合部と、を備え、前記統合部は、前記第１録画コンテンツであるか、前記第２録画
コンテンツであるかを前記番組表上でチャンネル毎に識別可能に表示する前記統合番組表
情報を出力する。
 
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】図１は、第１の実施形態に係る統合番組表システムのブロック図である。
【図２】図２は、本実施形態の第１、第２及び第３の再生装置の構成を示すブロック図で
ある。
【図３】図３（ａ）は、統合番組表を表示するための専用リモコンを示す図あり、図３（
ｂ）は、番組表の表示エリア（画面）を示す図である。
【図４】図４（ａ）は、専用のボタンがないリモコンの一部を示す図であり、図４（ｂ）
は、表示部に表示されている表示エリアを示す図であり、図４（ｃ）は、番組表の表示エ
リアを示す図である。
【図５】図５は、統合番組表画面を示す図である。
【図６】図６は、図５に示す＜すべて表示＞ボタンが選択された場合の統合番組表画面の
一例を示す図である。
【図７】図７は、図５に示す＜チャンネル表示＞ボタンが選択された場合の統合番組表画
面の一例を示す図である。
【図８】図８は、図５に示す＜本機だけ表示＞ボタンが選択された場合の統合番組表画面
の一例を示す図である。
【図９】図９は、図５に示す＜ネットワーク機器だけ表示＞ボタンが選択された場合の統
合番組表画面の一例を示す図である。
【図１０】図１０は、図５に示す＜指定ネットワーク機器だけ表示＞ボタンが選択された
場合の統合番組表画面の一例を示す図である。
【図１１】図１１は、重複するチャンネル及び番組の再生モードに関連する図である。
【図１２】図１２（ａ）は、再生開始時刻が早い重複コンテンツから記録時間が長い重複
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コンテンツに再生をシフトする例を示すタイミングチャートであり、図１２（ｂ）は、開
始時刻は同じであるが他の機器で最も長い時間で番組が録画されている重複コンテンツに
再生をシフトする例を示すタイミングチャートであり、図１２（ｃ）は、番組の途中から
録画されている場合において再生開始時刻が早い重複コンテンツから再生終了時刻が遅い
重複コンテンツに再生をシフトする例を示すタイミングチャートであり、図１２（ｄ）は
、再生開始時刻が早い重複コンテンツから同じ再生終了時刻の複数の重複コンテンツがあ
る場合において再生をシフトする例を示すタイミングチャートであり、図１２（ｅ）は、
再生開始時刻が早い重複コンテンツから再生終了時刻が遅い重複コンテンツに再生をシフ
トする例を示すタイミングチャートである。
【図１３】図１３（ａ）は、画質が良い重複コンテンツから記録時間が長い重複コンテン
ツに再生をシフトする例を示すタイミングチャートであり、図１３（ｂ）は、最も画質が
良い重複コンテンツから次に画質が良い重複コンテンツに再生をシフトする例を示すタイ
ミングチャートであり、図１３（ｃ）は、録画開始時刻が最も早い重複コンテンツから画
質の良い重複コンテンツ、録画終了時刻が最も遅いコンテンツと順に再生をシフトする例
を示すタイミングチャートであり、図１３（ｄ）は、録画開始時刻が最も早い重複コンテ
ンツから順に再生をシフトする例を示すタイミングチャートであり、図１３（ｅ）は、録
画開始時刻が最も早い重複コンテンツから画質の良い重複コンテンツ、及び録画終了時刻
が最も遅い重複コンテンツの順に再生をシフトする例を示すタイミングチャートである。
【図１４】図１４（ａ）は、画質が良い重複コンテンツから記録時間が長い重複コンテン
ツに再生をシフトする例を示すタイミングチャートであり、図１４（ｂ）は、最も画質が
良い重複コンテンツから次に画質が良い重複コンテンツに再生をシフトする例を示すタイ
ミングチャートであり、図１４（ｃ）は、録画開始時刻が最も早い重複コンテンツから画
質の良い重複コンテンツ、録画終了時刻が最も遅い重複コンテンツと順に再生をシフトす
る例を示すタイミングチャートであり、図１４（ｄ）は、録画開始時刻が最も早い重複コ
ンテンツから画質の良い重複コンテンツの順に再生をシフトする例を示すタイミングチャ
ートであり、図１４（ｅ）は、録画開始時刻が最も早い重複コンテンツから、画質の良い
重複コンテンツ、及び録画終了時刻が最も遅い重複コンテンツの順に再生をシフトする例
を示すタイミングチャートである。
【図１５】図１５は、第１の実施形態の変形例に係る統合番組表にネットワーク上の他機
器の番組表を表示する画面の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、図面を参照して実施形態の説明をする。　
　図１は、第１の実施形態に係る統合番組表システム１のブロック図である。第１の実施
形態の統合番組表システム１は、ＤＬＮＡ（Digital Living Network Alliance：登録商
標）ガイドラインに従って各々の機器がバス（ｂｕｓ）で接続されているシステムである
。統合番組表システム１は、例えば、第１のＤＭＳ（Digital Media Sever）装置１０と
、第２のＤＭＳ装置２０と、第３のＤＭＳ装置３０とを含む。第１、第２、及び第３のＤ
ＭＳ装置１０、２０、３０は、テレビジョン（ＴＶ）受信装置、パーソナルコンピュータ
（ＰＣ）、ホームサーバ、およびＤＶＤ／ＨＤＤレコーダー等である。以下で、第１のＤ
ＭＳ装置１０、第２のＤＭＳ２０、および第３のＤＭＳ装置３０は、夫々、デジタル放送
の電波を受信可能なデジタル放送受信機能を備える第１の再生装置（受信装置）１０、第
２の再生装置２０、および第３の再生装置３０として記載する。また、第１の再生装置１
０、第２の再生装置２０、および第３の再生装置３０は、ユーザによって設定されるチャ
ンネル及び録画時間等の設定に従って録画し続けるタイムシフト録画、及びタイムシフト
録画以外の通常の１番組単位でのＰＶＲ（Personal Video Recording）録画であるプライ
ベート録画に対応するタイムシフトマシンとする。タイムシフトマシンは、タイムシフト
録画や、録画しながら録画したコンテンツを再生する機能（タイムシフト視聴）等を備え
る装置である。なお、第１及び第２の再生装置１０、４０は、ＤＭＰ（Digital Media Pl
ayer）としての機能も備えている。
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【０００９】
　第１、第２、及び第３の再生装置１０、２０、３０は、地上波やケーブル、ＢＳ、ＣＳ
等の放送のテレビ番組を受信する。第１、第２、及び第３の再生装置１０、２０，３０は
、放送局から送信される放送ストリームを受信する。
【００１０】
　本実施形態において、第１、第２及び第３の再生装置１０、２０、３０は、互いに無線
及び有線によって接続され、情報の送受信をすることができる。また、第１、第２及び第
３の再生装置１０、２０、３０は、夫々、インターネット３００に接続されている。
【００１１】
　図２は、本実施形態の第１、第２及び第３の再生装置１０、２０、３０の構成を示すブ
ロック図である。第１、第２及び第３の再生装置１０、２０、３０の構成はほぼ同等であ
るので、説明の便宜上、第１の再生装置１０について以下で説明する。
【００１２】
　本実施形態の第１の再生装置１０は、入力部１１１と、信号処理部１１２と、システム
コントローラ（制御部）１１３と、映像処理部１１４と、表示部１１５と、音声処理部１
１６と、音声出力部１１７と、ＤＭＳ部１１８と、操作部１１９と、受信部１２０と、通
信インターフェース１２１と、ネットワーク制御部１２２と、ＵＳＢインターフェース１
２３と、ＨＤＭＩ（登録商標）インターフェース１２４と、記憶装置（ＨＤＤ）１２５と
を備えている。
【００１３】
　入力部１１１は、放送を受信するアンテナ及び受信信号を選択するチューナ及び番組を
前処理するデスクランブラ等により構成される。入力部１１１は、アンテナと接続し、放
送事業者が空間波により供給する番組を受信する。また、入力部１１１は、配信事業者が
ネットワークを介して供給する番組を受信する。入力部１１１は、放送ストリーム（放送
信号）を受信し、１つまたは複数の番組放送を選択し、信号処理部１１２で利用可能な放
送ストリームとする。入力部１１１は、受信した所定のチャンネル数の全ての番組を信号
処理部１１２へ送信する。
【００１４】
　信号処理部１１２は、受信した放送信号に多重化されている番組付帯情報を分離し、分
離した番組付帯情報を映像処理部１１４（映像デコーダ２４１）に出力するとともに、記
録ストリームを後述するシステムコントローラ１１３に出力する。記録ストリームは、信
号処理部１１２において入力部１１１で受信した放送ストリームから番組付帯情報を分離
した情報である。信号処理部１１２は、入力部から取得した放送の信号を映像信号（ビデ
オ）と音声信号（オーディオ）と制御情報とに分離する。信号処理部１１２は、映像信号
を映像処理部１１４に出力し、音声信号を音声処理部１１６に出力する。このとき、受信
部１２０から受信する外部入力信号が、例えば、ビデオカメラから映像及び音声である場
合、信号処理部１１２による分離が必要ない場合もある。
【００１５】
　システムコントローラ（システム制御部）１１３は、再生装置１０の各部の動作を制御
する。すなわち、システムコントローラ１１３は、入力部１１１、信号処理部１１２、映
像処理部１１４、表示部１１５、音声処理部１１６、音声出力部１１７、ＤＭＳ部１１８
、操作部１１９、受信部１２０、通信インターフェース（Ｉ／Ｆ）１２１、ネットワーク
制御部１２２、ＵＳＢインターフェース（Ｉ／Ｆ）１２３、ＨＤＭＩインターフェース（
Ｉ／Ｆ）１２４、及び記憶装置１２５等を制御する。システムコントローラ１１３は、後
述する受信部１２０が受信するリモコン端末装置（リモートコントローラ）３０２や携帯
型端末、例えば、スマートフォン、携帯電話、タブレット、及びノートＰＣ等からの入力
信号（操作指示信号）に対応する各種の制御コマンドを出力する。ここで、制御コマンド
とは、例えば、テレビ方法（番組）の録画、録画されたコンテンツ（番組）の再生、等を
指示するコマンドである。
【００１６】
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　また、システムコントローラ１１３は、録画、タイムシフト録画及びタイムシフト視聴
を制御する。システムコントローラ１１３は、ストリームデータの記録／再生の制御、お
よびタイムシフト録画の録画時間の制御等を実行する。また、システムコントローラ１１
３は、読み出される再生ストリームを映像処理部１１４へ出力する。例えば、システムコ
ントローラ１１３は、過去番組表から選択されたタイムシフト視聴番組のチャンネルに該
当するストリームの選択番組の開始時刻に該当する再生位置から再生ストリームを再生す
るように制御する。システムコントローラ１１３は、他の受信装置から要求された場合に
は、ＤＭＳ部１１８を介して再生ストリームを配信するように制御する。
【００１７】
　さらに、システムコントローラ１１３は、ネットワーク上に接続されている外部機器、
例えば、タイムシフトに対応する再生装置の記憶媒体から番組情報（コンテンツ情報）を
定期的に収集し、放送ストームに含まれる番組付帯情報及び外部機器から取得した情報（
番組情報）から番組表の構成内容情報（番組構成情報）を構築する。例えば、システムコ
ントローラ１１３は、番組付帯情報及び定期的に外部機器から収集している番組情報を用
いて録画したコンテンツの番組表（過去番組表）の内容構成情報を構築する。ここで、番
組情報は、再生装置等の録画機器で録画した録画コンテンツを録画コンテンツリストとし
て表示するための情報も含む。また、システムコントローラ１１３は、タイムシフト情報
（タイムシフト視聴用記録チャンネル、タイムシフト録画用の記録ストリームの属性情報
、タイムシフト用録画済時間情報、タイムシフト視聴位置の時間情報）を取得する。さら
に、システムコントローラ１１３は、現在時刻及び番組表の構成内容と情報して保持して
いる各番組の情報（時間情報、コピー／タイムシフト制御情報など）から視聴可能な番組
を判定する。また、システムコントローラ１１３は、構築した番組表の構成内容データ内
の各番組に視聴可能かどうか、及びタイムシフト視聴可能かどうかを表す属性を付与する
。システムコントローラ１１３は、生成した番組表の構成内容データとタイムシフトの状
態に関する情報から表示すべき番組表の表示データを作成し、作成した表示データを映像
処理部１１４（ＯＳＤ（On Screen Display）処理部２４３）に出力する。
【００１８】
　システムコントローラ１１３は、映像処理部１１４（表示制御部２４４）から出力され
る番組表を表示部１１５に表示する場合、番組表の構成内容データを取得するとともに、
現在のタイムシフト情報（タイムシフト視聴中チャンネル及びタイムシフト視聴位置の時
間情報）を取得する。システムコントローラ１１３は、これらの情報からタイムシフト視
聴中の番組又はその番組放送時間及びタイムシフト中のチャンネルを基準とした番組表の
表示用データを構成する。さらに、システムコントローラ１１３は、タイムシフト視聴中
のチャンネルでタイムシフト時間分の現在時刻を基準とした他のチャンネルの番組表の表
示とずらした番組表の表示用データを構成する。また、タイムシフト視聴可能かどうかを
表す属性から、タイムシフト視聴可能である番組が識別できる表示方式（背景色、枠形状
の変更等）として番組表を表示用に構成する。
【００１９】
　システムコントローラ１１３は、表示部１１５に表示された番組表において、タイムシ
フト視聴可能である番組が選択決定操作等により指定されたことを検出した場合、後述の
再生部１３３に信号を出力する。例えば、操作部１１９及び受信部１２０からタイムシフ
ト視聴を選択された番組の情報を受信した場合、システムコントローラ１１３は、タイム
シフト視聴番組選択情報（選択チャンネル、選択番組開始時刻）を特定し、後述の再生部
１３３に信号を出力する。
【００２０】
　また、システムコントローラ１１３は、ＥＰＧ統合部１３１と、識別記号生成部１３２
と、再生部１３３と、ＲＯＭ１３４と、ＲＡＭ１３５と、ＮＶＭ１３６とを含む。　
　ＥＰＧ（Electrical Program Guide：電子番組ガイド）統合部１３１は、ネットワーク
上に接続されている各機器から取得した番組情報を統合し、ネットワーク上の番組情報を
一括で表示するために各機器の番組情報を統合した情報（統合番組表構成情報（統合番組
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表情報））を生成する。例えば、ＥＰＧ統合部１３１は、ＤＬＮＡ上で外部の録画機器を
検出した場合、各録画機器に番組情報を要求する。ＥＰＧ統合部１３１は、取得した番組
情報し統合し、統合番組表構成情報を生成する。統合番組表構成情報は、例えば、チャン
ネル軸と時間軸とを有する番組表として番組情報に含まれる録画コンテンツの情報を録画
時間帯毎に合成して表示するための情報である。ＥＰＧ統合部１３１は、生成した統合番
組表構成情報を映像処理部１１４（ＯＳＤ処理部２４３）へ出力する。また、ＥＰＧ統合
部１３１は、自機で録画された録画コンテンツ（自機録画コンテンツ）であるか、自機以
外の他機で録画された録画コンテンツ（他機録画コンテンツ）であるか、を識別可能に表
示する統合番組構成情報を出力することもできる。例えば、ＥＰＧ統合部１３１は、自機
録画コンテンツと他録画コンテンツとを識別するために、統合番組表の背景色を機器毎に
変えて統合番組構成情報を生成する。
【００２１】
　識別記号生成部１３２は、ＥＰＧ統合部１３１によって統合番組表構成情報で生成され
る番組表上に表示される識別記号のデータを生成する。識別記号生成部１３２は、例えば
、重複する番組を示す識別記号や、タイムシフト視聴をする際に優先されるべき要因を示
す識別記号等のデータを生成する。識別記号生成部１３２は、ＥＰＧ統合部１３１によっ
て統合された番組構成データに識別が必要なデータを検出した場合に、付与すべき識別記
号のデータを生成する。識別記号生成部１３２は、重複する番組の番組情報（重複番組情
報）に生成した識別記号のデータを記載して、重複する番組の番組情報を映像処理部１１
４（ＯＳＤ処理部２４３）へ出力する。
【００２２】
　再生部１３３は、システムコントローラ１１３の制御に従ってＤＬＮＡ上に接続されて
いる各機器からの再生ストリームの読み出し（再生）を制御する。例えば、再生部１３３
は、タイムシフト録画の過去番組表で選択された番組の位置から再生する。再生部１３３
は、過去番組表で選択された番組が他のタイムシフトマシンで録画されたコンテンツであ
る場合には、バスを通じて他のタイムシフトマシンに再生ストリームを要求する。また、
再生部１３３は、各機器から取得して統合した統合番組表構成情報の中で重複する番組の
番組情報を検出した場合、設定された再生する優先順序に従って各機器に再生ストリーム
を要求し、その再生ストリームを自機で再生する。
【００２３】
　ＲＯＭ（読取専用メモリ）１３４は、システムコントローラ１１３が実行する制御プロ
グラムを保持する。ＲＡＭ（ランダムアクセスメモリ（ワークメモリ））１３５は、シス
テムコントローラに作業エリアを提供する。
【００２４】
　ＮＶＭ（不揮発性メモリ）１３６は、第１の再生装置１０における各種の設定情報およ
び制御情報等を保持する。また、ＮＶＭ（不揮発性メモリ）１３６は、番組表の構築内容
情報を保持することもできる。
【００２５】
　以下で、システムコントローラ１１３における番組表の構築内容データの処理の幾つか
の例を示す。　
　時間経過によりタイムシフト可能な最大時間以前のタイムシフト記録内容が消去された
場合、システムコントローラ１１３は、一定期間毎にタイムシフト視聴可能な最大時間以
前の番組表の構成内容データを破棄する。
【００２６】
　選局等によりタイムシフト視聴用記録チャンネルが変化し、タイムシフト視聴可能な番
組が更新された場合は、システムコントローラ１１３は、生成した番組表の構成内容デー
タの各番組に対してタイムシフト視聴可能かどうかを表わす属性を付加し直すと共に、タ
イムシフト視聴可能な最大時間以前の番組表の構成内容データを破棄する。
【００２７】
　また、信号処理部１１２で分離された番組情報内の番組情報が動的に変更されたことを
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検出された場合は、システムコントローラ１１３は、既に生成しＮＶＭ１３６に記録した
番組表の構成内容データを再構成することにより番組変更前後で矛盾が無いように調整を
行うことが可能である。
【００２８】
　番組情報が新たに追加されたことを検出した場合には、システムコントローラ１１３は
、ＮＶＭ１３６に記録可能であれば追加して再構築する。記録領域が不足する場合は、シ
ステムコントローラ１１３は、記録された番組表の構成内容データで時間の古い番組の重
要度の低い内容から破棄するが、タイムシフト視聴可能である番組については残す。
【００２９】
　システムコントローラ１１３は、生成した番組表の構成内容情報をＮＶＭ１３６に記録
する。このとき、システムコントローラ１１３は、受信処理を開始してから番組表の構成
内容情報を順次追加して記録する。
【００３０】
　映像処理部１１４は、映像（ビデオ）デコーダ２４１と、映像（ビデオ）変換部２４２
と、ＯＳＤ処理部２４３と、表示制御部２４４と、を含む。
【００３１】
　映像デコーダ２４１は、信号処理部１１２で分離された映像信号をデコードし、デジタ
ル映像信号（ビデオ出力）として映像変換部２４２に出力する。映像変換部１４２は、映
像デコーダ２４１でデコードしたデジタル映像信号を表示部１１５で表示可能な所定の解
像度及び出力方式に変換する。ＯＳＤ処理部２４３は、システムコントローラ１１３から
出力される信号からＯＳＤ信号を生成する。ＯＳＤ処理部２４３は、例えば、統合番組構
成情報をＯＳＤ信号として生成する。表示制御部２４４は、映像変換部２４２で変換した
映像信号を好適な表示（映像再生）が可能な表示信号に変換する。例えば、ＯＳＤ処理部
２４３は、統合番組構成情報を統合番組表の表示信号に変換する。また、表示制御部２４
４は、ＯＳＤ処理部２４３からのＯＳＤ信号（統合番組表の表示信号）と表示駆動信号と
を合成（多重化）した合成信号を表示部１１５へ出力する。表示制御部２４４は、例えば
、外部機器として接続される外部モニタ装置あるいは投影装置（プロジェクタ装置）等の
出力端に前述の合成信号を出力してもよい。
【００３２】
　表示部１１５は、映像処理部１１４から受信した映像信号を映像として表示する。表示
部１１５は、受信部１２０を介して後述するリモートコントローラ３０２、３０３等から
の信号を受信した際に、統合番組表を表示する。
【００３３】
　音声処理部１１６は、入力部１１１が受信する番組の音声／音響信号（オーディオ）を
デコードし、音声出力部１１７に出力する。
【００３４】
　音声出力部１１７は、音声処理部１１６でデコードされた音声を出力する。音声出力部
１１７は、例えば、スピーカ等である。　
　ＤＭＳ部１１８は、記憶媒体、例えば、記憶装置１２５に記録されている映像信号、音
声信号、及びストリーム等をネットワーク、例えば、ホームネットワーク上に接続された
他の機器（外部機器）から要求に応じて送信／配信する。ＤＭＳ部１１８は、入力部１１
１で受信された放送ストリーム、表示部１１５に表示された映像信号及び音声信号や、タ
イムシフト視聴用に記録された映像信号及び音声信号等のコンテンツを配信する。
【００３５】
　ＤＭＳ部１１８は、ＣＤＳを備えている。ＣＤＳは、ＤＭＳが有するコンテンツのリス
トと情報を階層化して配信する機能である。ＣＤＳは、ＵＰｎＰ（Universal Plug and P
lay）フォーラムの策定したＵＰｎＰ　ＡＶという規格を使用している。
【００３６】
　操作部１１９は、ユーザによる直接操作に対応する制御コマンドをシステムコントロー
ラ１１３に入力する。
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【００３７】
　受信部１２０は、外部端末、例えば、リモコン端末装置３０２、及び携帯型端末等から
の入力信号に対応する制御コマンドをシステムコントローラ１１３に入力する。
【００３８】
　通信インターフェース１２１は、例えば、ＷｉＦｉ（Wireless Fidelity）規格等に準
拠する近距離無線通信機器との間の無線通信を実現する。なお、近距離無線通信規格とし
ては、例えばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）規格やＮＦＣ（Near Field Communication
）等も利用可能である。通信インターフェース１２１は、また、有線方式／無線方式のい
ずれであってもよく、例えば、ワイヤレスキーボードやマウス等との間の信号の送受信が
可能な通信ユニット等が接続する。また、通信インターフェース１２１は、例えば、非接
触のカード媒体との間の通信が可能なカードリーダー（読取部）３０４等との通信もでき
る。
【００３９】
　ネットワーク制御部１２２は、外部ネットワーク、例えば、インターネット３００への
アクセスを制御する。ネットワーク制御部１２２は、インターネット３００上で情報の送
受信を実行する。
【００４０】
　ＵＳＢインターフェース１２３は、例えば、ＵＳＢ規格に準拠する外部機器、例えばキ
ーボード３０６等が接続される。
【００４１】
　ＨＤＭＩインターフェース１２４は、ＨＤＭＩ規格またはＭＨＬ規格を利用する複数の
機器の間の有線通信を可能にする。
【００４２】
　記憶装置１２５は、例えば、ＨＤＤ（ハードディスクドライブ）である。記憶装置１２
５は、タイムシフト録画に対応し、再生装置１０に配信されたコンテンツ等を記録する。
記憶装置１２５は、例えば、タイムシフト録画及びＰＶＲ等の通常の録画に対応する。な
お、記憶装置１２５は、外部機器としてＵＳＢインターフェース１２３を介して接続され
ていてもよい。
【００４３】
　（統合番組表を表示するための操作）　
　はじめに統合番組表を表示するための専用のボタンを備える専用リモートコントローラ
（専用リモコン）３０２の場合に表示するための操作について説明する。　
　図３（ａ）は、統合番組表を表示するための専用リモコン３０２を示す図あり、図３（
ｂ）は、統合番組表の表示エリア（画面）Ｐ２を示す図である。
【００４４】
　図３（ａ）に示すように、専用リモコン３０２は、例えば、タイムシフト録画の過去番
組表を表示するためのタイムシフトボタンＢ２を備えている。タイムシフトボタンＢ２が
押されると、専用リモコン３０２からタイムシフトの過去番組表（統合番組表）画面Ｐ２
の表示を要求する信号が出力される。第１の再生装置１０（システムコントローラ１１３
）は、受信部１２０で信号を受信すると、表示部１１５に図３（ｂ）に示すような統合番
組表画面Ｐ２を表示する。
【００４５】
　次に統合番組表を表示するための専用のボタンがないリモートコントローラ（リモコン
）３０３の場合に表示するための操作について説明する。　
　図４（ａ）は、専用のボタンがないリモコン３０３の一部を示す図であり、図４（ｂ）
は、表示部１１５に表示される表示エリアＡ３を示す図であり、図４（ｃ）は、統合番組
表画面Ｐ２を示す図である。
【００４６】
　図４（ａ）に示すように、リモコン３０３は、表示部１１５に表示される表示画面Ａ３
上にポップアップ画面Ｅ３を表示するためのボタンＢ３を備えている。図４（ｂ）に示す
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ように、ポップアップ画面Ｅ３は、表示画面Ａ３の中央部に表示され、統合番組表を表示
するための表示ボタンＳ３を備える。リモコン３０３を介してユーザが表示ボタンＳ３を
選択した場合、図４（ｃ）に示すように、第１の再生装置１０（システムコントローラ１
１３）は、表示部１１５に統合番組表画面Ｐ２を表示する。
【００４７】
　（統合番組表の表示方法）　
　次に図５乃至図１０を参照して、統合番組表の表示方法について説明する。　
　図５は、統合番組表画面Ｐ２を示す図である。図５において、Ｔ１の縦領域には時刻が
表示されている。画面Ｐ１００には、再生装置で録画された番組の区切り、番組名、及び
番組の概要等が記載されている。Ｂ５１は、他の時刻、他のチャンネル、又は他の機器の
番組表を表示するために表示画面を切り替えるための表示ボタンである。Ｂ５２は、種々
の操作をするための表示ボタンであり、例えば、地デジ用リモコンにおける青ボタンに対
応する保存ボタン、赤ボタンに対応する表示文字サイズ変更ボタン、緑ボタンに対応する
番組検索ボタン、及び黄ボタンに対応する週間過去番組表ボタンを含む。Ｂ５３は、サブ
メニューボタンであり、統合番組表の表示方法を切り替えるための表示切替ポップアップ
Ｅ４を表示するためのボタンである。サブメニューボタンＢ５３が選択されると、表示切
替ポップアップＥ４が、例えば、統合番組表画面Ｐ２の中央部に表示される。
【００４８】
　表示切替ポップアップＥ４は、例えば、＜すべて表示＞ボタンＥ４１と、＜チャンネル
表示＞ボタンＥ４２と、＜本機だけ表示＞ボタンＥ４３と、＜ネットワーク機器だけ表示
＞ボタンＥ４４と、＜指定ネットワークだけ表示＞ボタンＥ４５と、を備える。
【００４９】
　以下で、表示切替ポップアップＥ４に表示されるボタンが夫々選択された場合の統合番
組表の表示画面について説明する。　
　図６は、図５に示す＜すべて表示＞ボタンＥ４１が選択された場合の統合番組表画面Ｐ
２の一例を示す図である。図５に示す＜すべて表示＞ボタンＥ４１が選択された場合、Ｄ
ＬＮＡ上に接続されているすべての再生装置が保持しているコンテンツ（番組）がチャン
ネル毎に統合番組表として表示される。
【００５０】
　例えば、図６に示すように、第１、第２、及び第３の再生装置１０、２０、３０が、夫
々、同じ３つのチャンネルを録画していた場合、チャンネルＰ６１１、Ｐ６２１、及びＰ
６３１を含むチャンネル群Ｐ６０１は、第１の再生装置１０が録画したチャンネルである
。同様に、チャンネルＰ６１２、Ｐ６２２、及びＰ６３２を含むチャンネル群Ｐ６０２は
、第２の再生装置２０が録画したチャンネルであり、チャンネルＰ６１３、Ｐ６２３、及
びＰ６３３を含むチャンネル群Ｐ６０３は、第３の再生装置３０が録画したチャンネルで
ある。チャンネル群Ｐ６０１、Ｐ６０２、およびＰ６０３は、同日に録画されたコンテン
ツのチャンネルであってもよいし、異なる日付で録画されたコンテンツのチャンネルであ
ってもよい。異なる日付で録画されたコンテンツのチャンネルを表示する場合、統合番組
表の上部に日付が表示される。例えば、チャンネル群Ｐ６０１、Ｐ６０２、およびＰ６０
３は、自機で録画されたチャンネルである場合と、他機で録画されたチャンネルとで背景
色が異なるように表示される。図６において、チャンネルＰ６１１、Ｐ６１２、及びＰ６
１３は同じチャンネル１であり、チャンネルＰ６２１、Ｐ６２２、及びＰ６２３は同じチ
ャンネル２であり、チャンネルＰ６３１、Ｐ６３２、及びＰ６３３は同じチャンネル３で
ある。
【００５１】
　＜すべて表示＞の統合番組表画面Ｐ２において、外部機器でも同一のコンテンツ（重複
コンテンツ）が録画されていたとしても、それら同一のコンテンツは、再生装置毎に録画
されたコンテンツでまとめられ、統合番組表画面Ｐ２に重複して表示される。
【００５２】
　図７は、図５に示す＜チャンネル表示＞ボタンＥ４２が選択された場合の統合番組表画
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面Ｐ２の一例を示す図である。図５に示す＜チャンネル表示＞ボタンＥ４２が選択された
場合、ＤＬＮＡ上に接続されているすべての再生装置が保持しているコンテンツがチャン
ネル毎に統合番組表に表示される。このとき、外部機器の再生装置でも録画されている同
一のコンテンツ（重複コンテンツ）は表示せず、夫々の再生装置は、番組が重複して録画
されていることを示す識別記号Ｍ１を番組の枠（番組欄）の中に表示し、チャンネルが重
複して録画されていることを示す識別記号Ｍ３をチャンネルの枠（チャンネル蘭）の中に
表示する。
【００５３】
　例えば、図７に示すように、第１の再生装置１０の表示部１１５の統合番組表画面Ｐ２
に、＜チャンネル１＞Ｐ６１１、＜チャンネル２＞Ｐ６２１、＜チャンネル３＞Ｐ６３１
、＜チャンネル４＞Ｐ６４１、＜チャンネル５＞Ｐ６５１、＜チャンネ６１＞Ｐ６６１、
＜チャンネル７＞Ｐ６７１、＜チャンネル８＞Ｐ６８１、及び＜チャンネル９＞Ｐ６９１
を含むチャンネル群Ｐ６０１が表示されている。チャンネル群Ｐ６０１は、同日に録画さ
れたコンテンツのチャンネルであってもよいし、異なる日付で録画されたコンテンツのチ
ャンネルであってもよい。異なる日付で録画されたコンテンツのチャンネルを表示する場
合、統合番組表の上部に日付が表示される。このとき、識別記号Ｍ１が、番組Ａ３、番組
Ｂ２、及び番組Ｄ２の枠に表示されている。例えば、識別記号Ｍ１は、重複コンテンツを
録画している再生装置の数を数字で表示する。図７において、識別記号Ｍ１が数字（２）
を示す場合には、他の２つの再生装置に同じ番組が記録されていることを示し、識別記号
Ｍ１が数字（１）を示す場合には、他の１つの再生装置に同じ番組が記録されていること
を示す。ここで、識別記号Ｍ１が選択されると、重複コンテンツを録画している再生装置
を表示する録画機器表示ポップアップ７１が統合番組表画面Ｐ２上に表示される。録画機
器表示ポップアップ７１は、重複コンテンツを保持する再生装置を選択するための他機器
再生ボタン７２、７３と、録画機器表示ポップアップ７１の表示を切り替えるための切り
替えボタン７４と、録画機器表示ポップアップ７１を閉じるための閉じるボタン７５とを
備えている。他機器再生ボタン７２、７３が選択されると、選択した再生装置から再生ス
トリームを取得して、再生部１３３によって再生処理が実行される。識別記号Ｍ３が選択
された場合にも、第１の再生装置１０は、第１の識別記号Ｍ１が選択された場合とほぼ同
等の処理によって、外部機器から取得した再生ストリームを再生する。ＤＬＮＡ上に複数
の再生装置が接続されている場合には、切り替えボタン７４を選択することによって、録
画機器表示ポップアップ７１に現在表示されている以外の機器の接続機器表示ボタンが表
示される。
【００５４】
　図８は、図５に示す＜本機だけ表示＞ボタンＥ４３が選択された場合の統合番組表画面
Ｐ２の一例を示す図である。図５に示す＜本機だけ表示＞ボタンＥ４１が選択された場合
、自機で録画されたコンテンツのみを表示する。図８に示すように、第１の再生装置１０
の表示部１１５の統合番組表画面Ｐ２に、＜チャンネル１＞Ｐ６１１～＜チャンネル９＞
Ｐ６９１を含むチャンネル群Ｐ６０１が表示されている。チャンネル群Ｐ６０１は、同日
に録画されたコンテンツのチャンネルであってもよいし、異なる日付で録画されたコンテ
ンツのチャンネルであってもよい。異なる日付で録画されたコンテンツのチャンネルを表
示する場合、統合番組表の上部に日付が表示される。
【００５５】
　図９は、図５に示す＜ネットワーク機器だけ表示＞ボタンＥ４４が選択された場合の統
合番組表画面Ｐ２の一例を示す図である。図５に示す＜ネットワーク機器だけ表示＞ボタ
ンＥ４４が選択された場合、自機以外のネットワーク、例えば、（ＤＬＮＡ）ホームネッ
トワーク上に接続されているすべての再生装置が保持しているコンテンツ（番組）がチャ
ンネル毎に統合番組表として表示される。
【００５６】
　例えば、第１の再生装置１０の表示部１１５の画面上で、図５に示す＜ネットワーク機
器だけ表示＞ボタンＥ４４が選択される。この場合、図９に示すように、第２及び第３の
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再生装置２０、３０が、夫々保持しているすべてのコンテンツが表示される。図９におい
て、＜チャンネル１＞Ｐ６１２、＜チャンネル２＞Ｐ６２２、＜チャンネル３＞Ｐ６３２
、＜チャンネル４＞Ｐ６４２、及び＜チャンネル５＞Ｐ６５２を含むチャンネル群Ｐ６０
２は、第２の再生装置２０でタイムシフト録画されたコンテンツであり、＜チャンネル１
＞Ｐ６１３、＜チャンネル２＞Ｐ６２３、＜チャンネル３＞Ｐ６３３、及び＜チャンネル
４＞Ｐ６４３を含むチャンネル群Ｐ６０３は、第３の再生装置３０でタイムシフト録画さ
れたコンテンツである。チャンネル群Ｐ６０２及びチャンネル群Ｐ６０３は、同日に録画
されたコンテンツのチャンネルであってもよいし、異なる日付で録画されたコンテンツの
チャンネルであってもよい。異なる日付で録画されたコンテンツのチャンネルを表示する
場合、統合番組表の上部に日付が表示される。例えば、チャンネル群Ｐ６０２、およびＰ
６０３は、どの機器で録画されたチャンネルであるかを識別できるように背景色が異なっ
て表示される。
【００５７】
　図９に示すように、図５に示す＜ネットワーク機器だけ表示＞ボタンＥ４４が選択され
た場合、自機以外のネットワーク上に接続されている再生装置が保持するコンテンツが表
示される。なお、＜ネットワーク機器だけ表示＞ボタンＥ４４が選択された場合でも、重
複する番組を表示しないこともできる。その場合には、＜チャンネル表示＞ボタンＥ４２
が選択された場合と同様に、第１の識別記号Ｍ１が番組の枠に表示される。
【００５８】
　図１０は、図５に示す＜指定ネットワーク機器だけ表示＞ボタンＥ４５が選択された場
合の統合番組表画面Ｐ２の一例を示す図である。図５に示す＜指定ネットワーク機器だけ
表示＞ボタンＥ４４が選択された場合、自機以外のネットワーク、例えば、ホームネット
ワーク（ＤＬＮＡ）上に接続されている指定ネットワーク機器が保持しているコンテンツ
のみがチャンネル毎に番組表として表示される。
【００５９】
　＜指定ネットワーク機器だけ表示＞ボタンＥ４５が選択された場合、図１０に示すよう
に、図５に示す＜チャンネル表示＞ボタンＥ４２が選択された際と同様に録画機器表示ポ
ップアップ７１が統合番組表画面Ｐ２上に表示される。＜指定ネットワーク機器だけ表示
＞ボタンＥ４５が選択された場合、図１０に示すように、録画機器表示ポップアップ７１
は、録画機器表示ポップアップ７１の表示を切り替えるための切り替えボタン７４と、録
画機器表示ポップアップ７１を閉じるための閉じるボタン７５と、ネットワーク上に接続
されている受信装置を示す接続機器表示ボタン７６、７７とを備えている。
【００６０】
　接続機器表示ボタン７６、７７は、ＤＬＮＡ上に接続されている再生装置を表示する。
ＤＬＮＡ上に複数の再生装置が接続されている場合には、切り替えボタン７４を選択する
ことによって、録画機器表示ポップアップ７１に現在表示されている以外の機器の接続機
器表示ボタンが表示される。接続機器表示ボタン７６、７７が選択された場合には、選択
された再生装置のコンテンツがチャンネル毎に統合番組表として第１の再生装置１０の表
示部１１５に表示される。図１０において、第２の再生装置２０を示す接続機器表示ボタ
ン７６が選択されたものとする。この場合、図１０において、＜チャンネル１＞Ｐ６１２
、＜チャンネル１＞Ｐ６２２、＜チャンネル１＞Ｐ６３２、＜チャンネル１＞Ｐ６４２、
＜チャンネル１＞Ｐ６５２、＜チャンネル１＞Ｐ６６２、＜チャンネル１＞Ｐ６７２、＜
チャンネル１＞Ｐ６８２、及び＜チャンネル９＞Ｐ６９２を含むチャンネル群６０２は、
第２の再生装置２０で録画されたコンテンツを示す番組表である。チャンネル群Ｐ６０２
は、同日に録画されたコンテンツのチャンネルであってもよいし、異なる日付で録画され
たコンテンツのチャンネルであってもよい。異なる日付で録画されたコンテンツのチャン
ネルを表示する場合、統合番組表の上部に日付が表示される。例えば、チャンネル群Ｐ６
０１、Ｐ６０２は、他機で録画されたチャンネルであることが識別できるように背景色が
自機の番組表の表示と異って表示される。
【００６１】
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　なお、＜指定ネットワーク機器だけ表示＞ボタンＥ４５が選択された場合に、複数の接
続機器表示ボタンが選択された場合には、選択された機器に保持されているすべてチャン
ネルを並べて表示する。この際に重複コンテンツを表示しない場合には、＜チャンネル表
示＞ボタンＥ４２が選択された場合と同様に、第１の識別記号Ｍ１が番組の枠に表示され
る。
【００６２】
　（重複コンテンツの再生処理）　
　次に図１１を参照して、統合番組表に表示される重複コンテンツの再生処理について説
明する。　
　本実施形態の再生装置では、重複コンテンツの再生する際に、再生処理モードをチャン
ネル及び番組毎に設定することができる。再生処理モードは、録画されている時間が長い
コンテンツを優先的に再生処理する記録時間優先再生と（記録時間最優先モード）、画質
が良いコンテンツ（高画質コンテンツ）を優先的に再生処理する画質優先再生（画質最優
先モード）と含む。チャンネル及び番組が記録時間最優先モード又は画質最優先モードで
あるかを示すために、統合番組表画面Ｐ２ではチャンネル蘭及び番組欄に識別記号が表示
される。
【００６３】
　図１１は、重複するチャンネル及び番組の再生処理の識別表示を示す図である。　
　例えば、図１１において、識別記号Ｍ２は、記録時間最優先モードが設定されているこ
とを示す記号であり、識別記号Ｍ４は、画質最優先モードが設定されていることを示す記
号である。番組に対して記録時間最優先モード又は画質最優先モードを設定する場合には
、識別記号Ｍ２及び識別記号Ｍ４は、重複する番組枠何に表示される。また、チャンネル
に対して記録時間最優先モード又は画質最優先モードを設定する場合には、識別記号Ｍ２
及び識別記号Ｍ４は、重複するチャンネル枠内に表示される。
【００６４】
　（記録時間最優先モードの処理）　
　記録時間最優先モードでは、再生部１３３は、重複コンテンツから録画時間が最も長い
コンテンツを検出し、録画時間が最も長いコンテンツを保持する機器の再生ストリームを
再生する。記録時間が同一の重複コンテンツが検出された場合、再生部１３３は、記録時
間が同一の重複コンテンツの各々の画質を検出し、画質の良いコンテンツを保持する機器
の再生ストリームを再生する。複数の外部機器が自機で録画していない重複コンテンツを
保持している場合、再生部１３３は、それら複数の機器に対してユーザにより予め設定さ
れている再生する優先順位（再生優先順位）に従って再生ストリームを再生する。なお、
チャンネルに対して記録時間最優先モードが設定された場合、再生部１３３は、設定され
るチャンネルの番組毎に記録時間が最も長いコンテンツの検出を繰り返し、検出の度に最
も記録時間が長いコンテンツを再生する。
【００６５】
　次に、夫々の機器が所定のコンテンツを部分的に録画している場合の記録時間最優先モ
ードの再生処理について説明する。
【００６６】
　記録時間最優先モードにおいて、夫々の機器が所定の番組を部分的にしか録画していな
い場合、再生部１３３は、再生可能な開始時刻が最も早いコンテンツから再生を開始する
。
【００６７】
　図１２は、各機器で番組が部分的に録画されている場合の記録時間最優先モードの処理
を示すタイミングチャートである。図１２は、説明の便宜上、各機器で録画されている重
複コンテンツを並べて表した図であり、統合番組表画面を示す図ではない。図１２におい
て、チャンネル毎に記録時間最優先モードが設定されているものとする。また、図１２に
おいて、矢印の方向に時間が経過する。また、矢印に対して垂直な方向に複数の機器で録
画された夫々の番組Ａ７が並べられている。図１２において、＜番組Ａ７＞Ｐ７１１は、
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第１の再生装置１０で録画された重複コンテンツであり、＜番組Ａ７＞Ｐ７１２は、第２
の再生装置２０で録画された重複コンテンツであり、＜番組Ａ７＞Ｐ７１３は、第３の再
生装置３０で録画された重複コンテンツである。ここで、＜番組Ａ７＞Ｐ７１１、＜番組
Ａ７＞Ｐ７１２、＜番組Ａ７＞Ｐ７１３の順に画質が良いものとする。また、図１２にお
いて、ブランク（空欄）部分は、コンテンツが録画されていないことを示している。なお
、再生中のコンテンツから重複コンテンツに再生を移動する場合には、現在再生中のコン
テンツの録画終了時刻に到達する前にバックグラウンドで検出した重複コンテンツを再生
しはじめておく。重複コンテンツが検出できない場合には、再生をストップしてもよいし
、スキップしてもよい。
【００６８】
　図１２（ａ）は、再生開始時刻が早い重複コンテンツから記録時間が長い重複コンテン
ツに再生をシフト（移動）する例を示すタイミングチャートである。図１２（ａ）におい
て、＜番組Ａ７＞Ｐ７１１が最も早い開始時刻からコンテンツが録画され、＜番組Ａ７＞
Ｐ７１２が最も長い時間でコンテンツが録画されている。この場合、再生部１３３は、＜
番組Ａ７＞Ｐ７１１から再生を始め、＜番組Ａ７＞Ｐ７１１の録画が終了する数秒前から
他の機器で保持されている重複コンテンツの内、最も長い時間で録画されている重複コン
テンツ＜番組Ａ７＞Ｐ７１２を検出する。＜番組Ａ７＞Ｐ７１１の再生が終了する際に、
再生部１３３は、検出した＜番組Ａ７＞Ｐ７１２の再生ストリームを切り替え、番組Ａ７
の続きを再生する。
【００６９】
　図１２（ｂ）は、開始時刻は同じであるが他の機器で最も長い時間で番組が録画されて
いる重複コンテンツに再生をシフトする例を示すタイミングチャートである。図１２（ｂ
）において、＜番組Ａ７＞Ｐ７１１及び＜番組Ａ７＞Ｐ７１２が最も早い開始時刻からコ
ンテンツが録画され、＜番組Ａ７＞Ｐ７１２が最も長い時間でコンテンツが録画されてい
る。
【００７０】
再生部１３３は、最も長い時間で録画されているコンテンツを検出し、最も長い時間で録
画されている＜番組Ａ７＞Ｐ７１２の再生ストリームに切り替え、番組Ａ７を再生する。
【００７１】
　図１２（ｃ）は、番組の途中から録画されている場合において再生開始時刻が早い重複
コンテンツから再生終了時刻が遅い重複コンテンツに再生をシフトする例を示すタイミン
グチャートである。図１２（ｃ）において、＜番組Ａ７＞Ｐ７１２が番組の途中から録画
されている場合で最も早い開始時刻からコンテンツが録画され、＜番組Ａ７＞Ｐ７１３が
番組の途中から録画されている場合で最も遅い時刻までコンテンツが録画されている。こ
の場合、再生部１３３は、＜番組Ａ７＞Ｐ７１２から再生を始め、＜番組Ａ７＞Ｐ７１２
の録画が終了する数秒前から他の機器で保持されている重複コンテンツの内、録画終了時
刻が最も遅い重複コンテンツ＜番組Ａ７＞Ｐ７１３を検出する。＜番組Ａ７＞Ｐ７１２の
再生が終了する際に、再生部１３３は、検出した＜番組Ａ７＞Ｐ７１３の再生ストリーム
に切り替え、番組Ａ７の続きを再生する。
【００７２】
　図１２（ｄ）は、再生開始時刻が早い重複コンテンツから同じ再生終了時刻の複数の重
複コンテンツがある場合において再生をシフトする例を示すタイミングチャートである。
図１２（ｄ）において、＜番組Ａ７＞Ｐ７１２が最も早い開始時刻からコンテンツが録画
され、＜番組Ａ７＞Ｐ７１１及び＜番組Ａ７＞Ｐ７１３が同じ録画終了時刻まで録画され
ている。この場合、再生部１３３は、＜番組Ａ７＞Ｐ７１２から再生を始め、＜番組Ａ７
＞Ｐ７１２の録画が終了する数秒前から他の機器で保持されている重複コンテンツの内、
録画終了時刻が最も遅い重複コンテンツを検出する。再生部１３３は、録画終了時刻が最
も遅いコンテンツが複数検出された場合、画質の良いコンテンツ、例えば、＜番組Ａ７＞
Ｐ７１１を検出する。＜番組Ａ７＞Ｐ７１２の再生が終了する際に、再生部１３３は、検
出した＜番組Ａ７＞Ｐ７１１の再生ストリームに切り替え、番組Ａ７の続きを再生する。
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【００７３】
　図１２（ｅ）は、再生開始時刻が早い重複コンテンツから再生終了時刻が遅い重複コン
テンツに再生をシフトする例を示すタイミングチャートである。図１２（ｅ）において、
＜番組Ａ７＞Ｐ７１２が最も早い開始時刻からコンテンツが録画され、＜番組Ａ７＞Ｐ７
１３が最も遅い時刻までコンテンツが録画されている。この場合、再生部１３３は、＜番
組Ａ７＞Ｐ７１２から再生を始め、＜番組Ａ７＞Ｐ７１２の録画が終了する数秒前から他
の機器で保持されている重複コンテンツの内、録画終了時刻が最も遅い重複コンテンツ＜
番組Ａ７＞Ｐ７１３を検出する。＜番組Ａ７＞Ｐ７１２の再生が終了する際に、再生部１
３３は、検出した＜番組Ａ７＞Ｐ７１３の再生ストリームに切り替え、番組Ａ７の続きを
再生する。
【００７４】
　（画質最優先モードの処理）　
　画質最優先モードでは、再生部１３３は、重複コンテンツから画質が最も良いコンテン
ツ（高画質コンテンツ）を検出し、高画質コンテンツを保持する機器の再生ストリームを
再生する。画質が同一の重複コンテンツが検出された場合、再生部１３３は、画質が同一
の重複コンテンツの各々の記録時間を検出し、記録時間が最も長いコンテンツを保持する
機器の再生ストリームを再生する。重複コンテンツの条件が全ての機器で同一であった場
合、再生部１３３は、自機で録画しているコンテンツを優先して再生する。複数の外部機
器が自機で録画していない重複コンテンツを保持している場合、再生部１３３は、それら
複数の機器に対してユーザにより予め設定されている再生優先順位に従って再生ストリー
ムを再生する。または、再生部１３３は、重複コンテンツを保持する機器を検出した順に
再生ストリームを再生する。なお、チャンネルに対して画質最優先モードが設定された場
合、再生部１３３は、設定されるチャンネルの番組毎に画質が最も良いコンテンツの検出
を繰り返し、検出の度に最も画質が良いコンテンツを再生する。
【００７５】
　次に、夫々の機器が所定のコンテンツを部分的に録画している場合の記録時間最優先モ
ードの再生処理について説明する。画質最優先モードにおいて、夫々の機器が所定のコン
テンツを部分的にしか録画していない場合、再生部１３３は、画質が最も良いコンテンツ
から再生を開始する。画質最優先モードでは、画質を録画番組終了時点で判定する場合と
録画先頭時点で判定する場合とがある。なお、再生中のコンテンツから重複コンテンツに
再生を移動する場合には、現在再生中のコンテンツの録画終了時刻に到達する前にバック
グラウンドで検出した重複コンテンツを再生しはじめておく。重複コンテンツが検出でき
ない場合には、再生をストップしてもよいし、スキップしてもよい。
【００７６】
　はじめに、画質を録画番組終了時点で判定する場合（終了判定）について以下で説明す
る。終了判定では、再生部１３３は、再生を始めた重複コンテンツが終了する際に、他の
機器に録画されている重複コンテンツから以下に示すいくつかの再生処理に従って再生を
移動（シフト）する。
【００７７】
　図１３は、各機器で番組が部分的に録画されている場合の画像最優先モードの終了判定
の再生処理を示すタイミングチャートである。図１３は、図１２と同様に、説明の便宜上
、各機器で録画されている重複コンテンツを並べて表した図であり、統合番組表画面を示
す図ではない。図１３において、チャンネル毎に記録時間最優先モードが設定されている
ものとする。また、図１３において、矢印の方向に時間が経過する。また、矢印に対して
須直な方向に複数の機器で記録された夫々の番組Ａ７が並べられている。図１３に示す参
照符号は、図１２と同等である。ここで、＜番組Ａ７＞Ｐ７１１、＜番組Ａ７＞Ｐ７１２
、＜番組Ａ７＞Ｐ７１３の順に画質が良いものとする。すなわち、画質の良さは、Ｐ７１
１＞Ｐ７１２＞Ｐ７１３、である。また、図１３において、ブランク（空欄）部分は、コ
ンテンツが録画されていないことを示している。
【００７８】
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　図１３（ａ）は、画質が良い重複コンテンツから記録時間が長い重複コンテンツに再生
をシフトする例を示すタイミングチャートである。図１３（ａ）において、再生部１３３
は、＜番組Ａ７＞Ｐ７１１から再生を始め、＜番組Ａ７＞Ｐ７１１の録画が終了する数秒
前から他の機器で保持されている重複コンテンツの内、最も記録時間が長い重複コンテン
ツ＜番組Ａ７＞Ｐ７１２を検出する。＜番組Ａ７＞Ｐ７１１の再生が終了する際に、再生
部１３３は、検出した＜番組Ａ７＞Ｐ７１２の再生ストリームを切り替え、番組Ａ７の続
きを再生する。
【００７９】
　図１３（ｂ）は、最も画質が良い重複コンテンツから次に画質が良い重複コンテンツに
再生をシフトする例を示すタイミングチャートである。図１３（ａ）において、再生部１
３３は、＜番組Ａ７＞Ｐ７１１から再生を始め、＜番組Ａ７＞Ｐ７１１の録画が終了する
数秒前から他の機器で録画されている重複コンテンツの内、他の機器で保持されているコ
ンテンツ内で最も画質の良い重複コンテンツ＜番組Ａ７＞Ｐ７１２を検出する。＜番組Ａ
７＞Ｐ７１１の再生が終了する際に、再生部１３３は、検出した＜番組Ａ７＞Ｐ７１２の
再生ストリームを切り替え、番組Ａ７の続きを再生する。
【００８０】
　図１３（ｃ）は、録画開始時刻が最も早い重複コンテンツから画質の良い重複コンテン
ツ、録画終了時刻が最も遅い重複コンテンツと順に再生をシフトする例を示すタイミング
チャートである。図１３（ｃ）において、＜番組Ａ７＞Ｐ７１２が最も早い録画開始時刻
からコンテンツが録画され、＜番組Ａ７＞Ｐ７１３が最も遅い録画終了時刻までコンテン
ツが録画されている。再生部１３３は、録画開始時刻が最も早い＜番組Ａ７＞Ｐ７１２の
再生ストリームを再生し、＜番組Ａ７＞Ｐ７１２の再生が終了する数秒前に最も画質が良
く録画されている重複コンテンツ＜番組Ａ７＞Ｐ７１１を検出する。＜番組Ａ７＞Ｐ７１
２の再生が終了する際に、再生部１３３は、＜番組Ａ７＞Ｐ７１１の再生ストリームに切
り替え、＜番組Ａ７＞Ｐ７１１の再生ストリームを再生する。さらに、再生部１３３は、
＜番組Ａ７＞Ｐ７１１の再生が終了する数秒前に最も録画終了時刻が遅い重複コンテンツ
＜番組Ａ７＞Ｐ７１３を検出する。＜番組Ａ７＞Ｐ７１１の再生が終了する際に、再生部
１３３は、＜番組Ａ７＞Ｐ７１３の再生ストリームに切り替え、番組Ａ７の続きを再生す
る。
【００８１】
　図１３（ｄ）は、録画開始時刻が最も早いコンテンツから順に再生をシフトする例を示
すタイミングチャートである。図１３（ｄ）において、＜番組Ａ７＞Ｐ７１１が最も早い
録画開始時刻からコンテンツが録画され、＜番組Ａ７＞Ｐ７１２が２番目に早い録画開始
時刻からコンテンツが録画され、＜番組Ａ７＞Ｐ７１３が３番目に早い録画開始時刻から
コンテンツが録画されている。再生部１３３は、録画開始時刻が最も早い＜番組Ａ７＞Ｐ
７１１の再生ストリームを再生し、＜番組Ａ７＞Ｐ７１１の再生が終了する数秒前に次に
録画開始時刻が早い重複コンテンツ＜番組Ａ７＞Ｐ７１２を検出する。＜番組Ａ７＞Ｐ７
１１の再生が終了する際に、再生部１３３は、＜番組Ａ７＞Ｐ７１２の再生ストリームに
切り替え、＜番組Ａ７＞Ｐ７１２の再生ストリームを再生する。さらに、再生部１３３は
、録画開始時刻が２番目に早い＜番組Ａ７＞Ｐ７１１の再生ストリームを再生し、＜番組
Ａ７＞Ｐ７１２の再生が終了する数秒前に次に録画開始時刻が早い重複コンテンツ＜番組
Ａ７＞Ｐ７１３を検出する。＜番組Ａ７＞Ｐ７１２の再生が終了する際に、再生部１３３
は、＜番組Ａ７＞Ｐ７１３の再生ストリームに切り替え、番組Ａ７の続きを再生する。
【００８２】
　図１３（ｅ）は、録画開始時刻が最も早い重複コンテンツから画質の良い重複コンテン
ツ、及び録画終了時刻が最も遅い重複コンテンツの順に再生をシフトする例を示すタイミ
ングチャートである。図１３（ｅ）において、＜番組Ａ７＞Ｐ７１１が最も早い録画開始
時刻から重複コンテンツが録画され、＜番組Ａ７＞Ｐ７１２が２番目に早い録画開始時刻
から重複コンテンツが録画され、＜番組Ａ７＞Ｐ７１２及び＜番組Ａ７＞Ｐ７１３が同じ
時刻から録画開始時刻から重複コンテンツが録画されている。再生部１３３は、録画開始
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時刻が最も早い＜番組Ａ７＞Ｐ７１３の再生ストリームを再生し、＜番組Ａ７＞Ｐ７１３
の再生が終了する数秒前に画質が良い重複コンテンツ＜番組Ａ７＞Ｐ７１１を検出する。
＜番組Ａ７＞Ｐ７１３の再生が終了する際に、再生部１３３は、＜番組Ａ７＞Ｐ７１１の
再生ストリームに切り替え、＜番組Ａ７＞Ｐ７１１の再生ストリームを再生する。さらに
、再生部１３３は、＜番組Ａ７＞Ｐ７１１の再生が終了する数秒前に録画終了時刻が最も
遅いコンテンツ＜番組Ａ７＞Ｐ７１２を検出する。＜番組Ａ７＞Ｐ７１１の再生が終了す
る際に、再生部１３３は、＜番組Ａ７＞Ｐ７１２の再生ストリームに切り替え、番組Ａ７
の続きを再生する。
【００８３】
　次に、画質を録画番組先頭時点で判定する場合（先頭判定）について以下で説明する。
先頭判定では、再生部１３３は、再生を始めた重複コンテンツが他の接続機器よりも画質
が良くない場合や、録画終了時刻が他の接続機器に保持されている重複コンテンツよりも
遅い場合を検出した際に、現在再生している重複コンテンツから以下に示すいくつかの再
生処理に従って再生を他の機器の重複コンテンツに移動（シフト）する。
【００８４】
　図１４は、各機器で番組が部分的に録画されている場合の画像最優先モードにおける先
頭判定の再生処理を示すタイミングチャートである。図１４は、図１２と同様に、説明の
便宜上、各機器で録画されている重複コンテンツを並べて表した図であり、統合番組表画
面を示す図ではない。図１４において、チャンネル毎に記録時間最優先モードが設定され
ているものとする。また、図１４において、矢印の方向に時間が経過する。また、矢印に
対して須直な方向に複数の機器で記録された夫々の番組Ａ７が並べられている。図１４に
示す参照符号は、図１３と同等である。ここで、＜番組Ａ７＞Ｐ７１１、＜番組Ａ７＞Ｐ
７１２、＜番組Ａ７＞Ｐ７１３の順に画質が良いものとする。すなわち、画質の良さは、
Ｐ７１１＞Ｐ７１２＞Ｐ７１３、である。また、図１４において、ブランク（空欄）部分
は、コンテンツが録画されていないことを示している。
【００８５】
　図１４（ａ）は、画質が良い重複コンテンツから記録時間が長い重複コンテンツに再生
をシフトする例を示すタイミングチャートである。図１４（ａ）において、再生部１３３
は、＜番組Ａ７＞Ｐ７１１から再生を始め、＜番組Ａ７＞Ｐ７１１の再生が開始された際
に他の機器で保持されている重複コンテンツの内、最も記録時間が長い重複コンテンツ＜
番組Ａ７＞Ｐ７１２を検出する。＜番組Ａ７＞Ｐ７１１の再生が終了する際に、再生部１
３３は、検出した＜番組Ａ７＞Ｐ７１２の再生ストリームを切り替え、番組Ａ７の続きを
再生する。
【００８６】
　図１４（ｂ）は、最も画質が良い重複コンテンツから次に画質が良い重複コンテンツに
再生をシフトする例を示すタイミングチャートである。図１４（ａ）において、再生部１
３３は、＜番組Ａ７＞Ｐ７１１から再生を始め、＜番組Ａ７＞Ｐ７１１の再生が開始され
た際に他の機器で録画されているコンテンツの内、他の機器に保持されている重複コンテ
ンツ内で最も画質の良い重複コンテンツ＜番組Ａ７＞Ｐ７１２を検出する。＜番組Ａ７＞
Ｐ７１１の再生が終了する際に、再生部１３３は、検出した＜番組Ａ７＞Ｐ７１２の再生
ストリームを切り替え、番組Ａ７の続きを再生する。
【００８７】
　図１４（ｃ）は、録画開始時刻が最も早い重複コンテンツから画質の良い重複コンテン
ツ、録画終了時刻が最も遅い重複コンテンツと順に再生をシフトする例を示すタイミング
チャートである。図１４（ｃ）において、＜番組Ａ７＞Ｐ７１２が最も早い録画開始時刻
からコンテンツが録画され、＜番組Ａ７＞Ｐ７１３が最も遅い録画終了時刻までコンテン
ツが録画されている。再生部１３３は、録画開始時刻が最も早い＜番組Ａ７＞Ｐ７１２の
再生ストリームを再生し、＜番組Ａ７＞Ｐ７１２の再生が開始された際に最も画質が良く
録画されている重複コンテンツ＜番組Ａ７＞Ｐ７１１を検出する。＜番組Ａ７＞Ｐ７１１
の録画開始時刻のシーンに達した際に、再生部１３３は、＜番組Ａ７＞Ｐ７１１の再生ス
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トリームに切り替え、＜番組Ａ７＞Ｐ７１１の再生ストリームを再生する。さらに、再生
部１３３は、＜番組Ａ７＞Ｐ７１１の再生が終了する数秒前に最も録画終了時刻が遅いコ
ンテンツ＜番組Ａ７＞Ｐ７１３を検出する。＜番組Ａ７＞Ｐ７１１の再生が終了する際に
、再生部１３３は、＜番組Ａ７＞Ｐ７１３の再生ストリームに切り替え、番組Ａ７の続き
を再生する。
【００８８】
　図１４（ｄ）は、録画開始時刻が最も早いコンテンツから画質の良いコンテンツの順に
再生をシフトする例を示すタイミングチャートである。図１４（ｄ）において、＜番組Ａ
７＞Ｐ７１１が最も早い録画開始時刻からコンテンツが録画され、＜番組Ａ７＞Ｐ７１２
が２番目に早い録画開始時刻からコンテンツが録画され、＜番組Ａ７＞Ｐ７１３が３番目
に早い録画開始時刻からコンテンツが録画されている。再生部１３３は、録画開始時刻が
最も早い＜番組Ａ７＞Ｐ７１１の再生ストリームを再生し、＜番組Ａ７＞Ｐ７１１の再生
が開始された際に、次に録画開始時刻が早い重複コンテンツを＜番組Ａ７＞Ｐ７１２検出
する。＜番組Ａ７＞Ｐ７１２の録画開始時刻に達する際に、再生部１３３は、＜番組Ａ７
＞Ｐ７１２の再生ストリームに切り替え、＜番組Ａ７＞Ｐ７１２の再生ストリームを再生
する。さらに、再生部１３３は、＜番組Ａ７＞Ｐ７１２の再生が終了する数秒前に続きの
コンテンツを録画している機器から最も画質の良い重複コンテンツ＜番組Ａ７＞Ｐ７１３
を検出する。＜番組Ａ７＞Ｐ７１２の再生が終了する際に、再生部１３３は、＜番組Ａ７
＞Ｐ７１３の再生ストリームに切り替え、番組Ａ７の続きを再生する。
【００８９】
　図１４（ｅ）は、録画開始時刻が最も早いコンテンツから、画質の良い重複コンテンツ
、及び録画終了時刻が最も遅い重複コンテンツの順に再生をシフトする例を示すタイミン
グチャートである。図１４（ｅ）において、＜番組Ａ７＞Ｐ７１１が最も画質が良いコン
テンツ、且つ途中で＜番組Ａ７＞Ｐ７１１の一部が録画されずに最も録画終了時刻の遅い
コンテンツが録画され、＜番組Ａ７＞Ｐ７１２が２番目に画質が良いコンテンツが録画さ
れ、＜番組Ａ７＞Ｐ７１３が最も録画時間が長いコンテンツが録画されている。再生部１
３３は、録画開始時刻が最も早い＜番組Ａ７＞Ｐ７１３の再生ストリームを再生し、＜番
組Ａ７＞Ｐ７１３の再生が開始した際に画質が良い重複コンテンツ＜番組Ａ７＞Ｐ７１１
を検出する。＜番組Ａ７＞Ｐ７１１の録画開始時刻に達した際に、再生部１３３は、＜番
組Ａ７＞Ｐ７１１の再生ストリームに切り替え、＜番組Ａ７＞Ｐ７１１の再生ストリーム
を再生する。さらに、再生部１３３は、＜番組Ａ７＞Ｐ７１１の再生が終了する数秒前に
２番目に画質の良い重複コンテンツ＜番組Ａ７＞Ｐ７１２を検出する。＜番組Ａ７＞Ｐ７
１１の再生が終了する際に、再生部１３３は、＜番組Ａ７＞Ｐ７１２の再生ストリームに
切り替え、番組Ａ７の続きを再生する。再生部１３３は、＜番組Ａ７＞Ｐ７１３の再生が
終了する数秒前に画質の良い重複コンテンツ＜番組Ａ７＞Ｐ７１１を検出する。＜番組Ａ
７＞Ｐ７１３の再生が終了する際に、再生部１３３は、＜番組Ａ７＞Ｐ７１１の再生スト
リームに切り替え、番組Ａ７の続きを再生する。
【００９０】
　前述の実施形態によれば、ＤＬＮＡ上で接続されている機器が録画しているコンテンツ
の番組情報取得し、要求した機器の表示部で一括に表示することができる。したがって、
ＤＬＮＡ上で接続されている機器であれば、本機及び他機であること意識することなく、
タイムシフト録画されているコンテンツを表示し、再生することができる。この結果、ユ
ーザーの操作性が簡易化できる。
【００９１】
　なお、前述の実施形態において、第１の再生装置１０、第２の再生装置２０、および第
３の再生装置３０は、夫々、タイムシフト録画及びプライベート録画に対応するタイムシ
フトマシンとしたが、タイムシフト録画及び／又はプライベート録画に対応していなくと
もよい。また、第１、第２、及び第３の再生装置１０、２０、３０は、タイムシフト録画
及びプライベート録画の両方に対応するものと、プライベート録画にのみ対応しているも
のとが含まれていてもよい。



(19) JP 6377475 B2 2018.8.22

10

20

30

【００９２】
　なお、前述の実施形態において、再生装置１０は、統合番組表にネットワーク、例えば
、ＤＬＮＡ上に接続されている自機以外の番組表、例えば、再生装置２０及び再生装置３
０の番組表を表示する際に、ネットワークの接続を示す接続アイコンを表示してもよい。
図１５は、統合番組表にネットワーク上の他機器の番組表を表示する画面の一例を示す図
である。図１５において、Ｂ１５１は、自機の無線接続の状況を示す無線接続アイコンで
あり、Ｂ１５２は、自機の有線接続の状況を示す有線接続アイコンである。例えば、無線
接続アイコンＢ１５１は、統合番組表にＤＬＮＡ上の他機器の番組表を表示され、且つ自
機が無線通信によってネットワークに接続されている場合に、点灯する。また、無線接続
アイコンＢ１５１は、受信される無線信号の信号強度によって表示が変化する。例えば、
無線接続アイコンＢ１５１は、信号強度が強い場合には、表示されるバーの数が増加し、
信号強度が弱い場合には、表示されるバーの数が減少する。同様に、有線接続アイコンＢ
１５２は、統合番組表にＤＬＮＡ上の他機器の番組表を表示され、且つ自機が有線によっ
てネットワークに接続されている場合に、点灯する。
【００９３】
　また、無線接続アイコンＢ１５１及び有線接続アイコンＢ１５２は、点灯の仕方や色彩
の表示によって接続の状態を示してもよい。例えば、無線接続アイコンＢ１５１及び有線
接続アイコンＢ１５２は、赤色の場合には、通信上のエラーを示す。
【００９４】
　前述のように、ネットワークの接続状況を示す接続アイコン（Ｂ１５１及びＢ１５２）
を表示することによって、統合番組表が他機器の番組表を含んで表示されている際に、ネ
ットワークへの接続の状態を容易に確認することができる。
【００９５】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら実施形態は、その他の様
々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、
置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に
含まれると同様に、特許の請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれるもの
である。
【符号の説明】
【００９６】
　１…統合番組表システム、１０…第１の再生装置、２０…第２の再生装置、３０…第３
の再生装置、１１１…入力部、１１２…信号処理部、１１３…システムコントローラ、１
１４…映像処理部、１１５…表示部、１１６…音声処理部、１１７…音声出力部、１１８
…ＤＭＳ部、１１９…操作部、１２０…受信部、１２１…通信インターフェース、１２２
…ネットワーク制御部、１２３…ＵＳＢインターフェース、１２４…ＨＤＭＩインターフ
ェース１２４、１２５…記憶装置（ＨＤＤ）、１２５…記憶装置（ＨＤＤ）、１３１…Ｅ
ＰＧ結合部、１３２…タイムシフト制御部、１３３…記録再生部、１３４…ＲＯＭ、１３
５…ＲＡＭ、１３６…ＮＶＭ（不揮発性メモリ）
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